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長
の
政
策
的
判
断
に
基
づ
き
定
め
た
も

の
で
、
改
革
の
目
的
を
果
た
し
た
の
か
、

い
か
な
る
効
果
を
生
み
出
し
た
か
総
括

が
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
る
の
で
反
対

す
る
。

　

議
案
質
疑
に
お
い
て
市
長
は
「
優
秀

な
人
材
を
こ
れ
か
ら
任
命
し
て
や
っ
て

い
く
上
に
お
い
て
は
、
そ
れ
だ
け
の
対

価
は
払
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、

と
い
う
気
持
ち
は
あ
る
。」
ま
た
、「
状

況
が
変
わ
れ
ば
修
正
を
か
け
る
事
も
当

然
あ
る
」
と
答
弁
を
し
て
い
る
。
今
回
、

秩
父
市
と
し
て
改
正
地
方
教
育
行
政
法

の
趣
旨
に
鑑
み
、
文
部
科
学
省
か
ら
新

教
育
長
を
迎
え
入
れ
、
し
っ
か
り
と
し

た
教
育
行
政
を
果
た
し
て
も
ら
う
た
め
、

賛
成
す
る
。

　

今
回
の
給
与
改
定
の
内
容
は
、
全
職

員
の
88
・
４
％
の
者
の
給
与
を
平
均
１
・

85
％
引
き
下
げ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

秩
父
市
最
大
の
職
場
で
あ
る
市
役
所
職

員
の
実
質
可
処
分
所
得
の
減
少
は
、
少

な
か
ら
ず
地
域
経
済
に
マ
イ
ナ
ス
の
影

響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
賛
成
で
き
な
い
。

　
　

高
齢
者
利
用
料
金
改
正
に
よ
る
、

利
用
者
数
増
減
と
収
入
の
推
計
は
。

　
　

料
金
改
正
後
の
利
用
者
数
の
推
計

は
大
変
難
し
い
。
収
入
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
利
用
者
数
で
推
計
す
る
と
、
両

施
設
で
３
６
７
万
円
程
度
の
収
入
増
と

な
る
。

　
　

料
金
改
正
を
行
う
に
当
た
っ
て
料

金
の
激
変
緩
和
策
の
検
討
は
。

　
　

近
隣
市
町
村
に
あ
る
同
様
の
施

設
を
調
査

し
た
と
こ

ろ
、
高
齢

者
が
無
料

の
所
は
な

い
の
で
激

変
緩
和
策

は
検
討
し

な
か
っ
た
。

　

こ
の
条
例
改
正
は
、
現
在
、
無
料
と

な
っ
て
い
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
利

用
料
金
に
つ
い
て
一
般
の
利
用
者
と
同

様
の
利
用
料
金
に
改
正
す
る
も
の
で
あ

る
。
両
施
設
と
も
老
朽
化
に
伴
い
、
今

後
も
継
続
し
て
施
設
を
維
持
し
て
い
く

　
　

随
意
指
定
し
た
い
と
し
て
い
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
や
ま
な
み
は
ど
の
よ
う
な
団

体
か
。
指
定
の
経
緯
は
。

　
　

ま
ち
づ
く
り
・
環
境
保
全
、
地
域

の
安
全
活
動
な
ど
地
域
に
貢
献
す
る
団

体
。
理
事
長
他
20
名
で
構
成
。
休
止
し

て
い
る
直
売
所
の
再
開
に
つ
い
て
利
用

者
か
ら
要
望
が
あ
り
、
当
法
人
か
ら
是

非
管
理
し
て
い
き
た
い
と
の
申
し
出
が

あ
っ
た
。

　
　

１
年
間
の
指
定
管
理
期
間
で
ど
の

よ
う
に
評
価
す
る
の
か
。

　
　

１
年
間
の
活
動
に
よ
り
、
実
績
な

ど
を
把
握
し
、
引
き
続
き
指
定
管
理
を

行
う
か
判
断
す
る
。

　
　

今
回
の
改
正
で
市
長
・
副
市
長
を

含
め
ず
、
な
ぜ
教
育
長
の
み
減
額
の
廃

止
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。

　
　

教
育
制
度
が
変
わ
り
、
文
部
科
学

省
か
ら
派
遣
さ
れ
る
予
定
の
新
教
育
長

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
た
め
。

　

教
育
長
の
給
与
減
額
は
、
財
政
が
大

変
厳
し
い
状
況
、
と
い
う
認
識
の
下
、

行
財
政
改
革
へ
の
姿
勢
を
示
す
た
め
市

　

施
設
の
大
規
模
修
繕
が
必
要
に
な
っ

た
時
、
市
で
運
営
し
て
い
る
と
国
の
補

助
が
受
け
ら
れ
な
い
。
民
営
化
の
考
え

は
理
解
で
き
る
。
民
営
化
を
視
野
に
入

れ
て
、
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
、

施
設
運
営
の
更
な
る
効
率
化
を
目
指
す

た
め
に
、「
秩
父
市
社
会
福
祉
事
業
団
」

を
指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
す
る
こ
と

に
賛
成
す
る
。

　

審
議
の
中
で
、
背
景
と
し
て
「
将
来

的
に
は
民
営
化
」
の
方
針
が
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
り
、
こ
れ
ら
介
護
施
設

は
、
保
険
者
で
あ
る
秩
父
市
が
そ
の
責

任
に
お
い
て
運
営
す
る
べ
き
と
考
え
反

対
す
る
。

指
定
管
理
者
の
指
定

（
み
ど
り
の
村
関
連
施
設
）

反　

対

新
年
度
予
算
以
外
の
各
議
案
に
対

す
る
質
疑
・
討
論
の
主
な
内
容

討

論
賛　

成

答 問
市
長
等
の
給
料
の
額
の
特
例
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

討

論

一
般
職
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
改
正

討

論

温
水
プ
ー
ル
条
例
の
一
部
改
正

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部

改
正

討

論

指
定
管
理
者
の
指
定

（
上
吉
田
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

及
び
上
吉
田
高
齢
者
生
活
支
援
ハ

ウ
ス
吉
祥
苑
）

（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
寿
荘
）

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
偕
楽
苑
）

反　

対

賛　

成

反　

対

賛　

成

答 問答 問

答 問答 問

温水プール
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た
め
に
は
、
あ
る
一
定
量
の
修
繕
費

が
必
要
と
な
り
、
ま
た
、
温
水
プ
ー
ル

で
は
約
４
千
万
円
弱
、
文
化
体
育
セ
ン

タ
ー
で
は
、
約
５
千
万
円
の
指
定
管
理

料
が
か
か
っ
て
お
り
、
収
入
減
に
よ
る

市
税
の
投
入
額
が
深
刻
に
な
り
つ
つ
あ

る
状
況
で
あ
る
。
利
用
者
の
み
に
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
過
度
に
供
給
し
、
市
民
全

体
に
対
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
不
公
平

感
を
も
た
ら
す
こ
と
に
繋
が
り
か
ね
な

い
。
ま
た
、
埼
玉
県
内
の
他
の
市
町
村

に
お
い
て
、
同
様
の
施
設
利
用
料
に
つ

い
て
高
齢
者
の
料
金
設
定
の
み
変
更
し

て
い
る
自
治
体
は
な
い
。
今
あ
る
施
設

を
未
来
に
ど
う
残
し
て
い
く
の
か
と
い

う
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思

い
、
賛
成
す
る
。

　

利
用
し
て
い
る
高
齢
者
は
、
社
会
が

求
め
て
い
る
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
予

防
医
療
、
予
防
介
護
に
お
い
て
そ
の
実

を
あ
げ
、
医
療
費
・
介
護
給
付
費
削
減

に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
そ
の
受
益
者
負
担
に
つ
い
て
一
般

利
用
者
の
ほ
ぼ
半
額
で
あ
る
、
児
童
・

生
徒
の
利

用
料
と
同

一
と
す
べ

き
で
あ
る

と
し
て
、

修
正
議
案

を
提
出
し

た
立
場
か

ら
賛
成
で

き
な
い
。

　

第
１
段
階
の
低
所
得
者
の
保
険
料
率

が
高
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
国
の
「
低

所
得
者
へ
の
軽
減
強
化
」
の
法
案
が
国

会
を
通
る
の
を
待
っ
て
、
改
訂
の
予
定
。

今
回
、
値
上
げ
を
抑
え
る
た
め
に
基

金
を
２
億
円
ほ
ど
繰
り
入
れ
、
月
額
で

３
０
６
円
の
値
上
げ
を
抑
え
、
基
準
額

の
月
額
を
５
千
４
百
円
に
し
た
こ
と
、

応
能
負
担
の
考
え
を
取
り
入
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
評
価
す
る
。
な
お
、
３
年

後
の
見
直
し
時
期
に
向
け
て
基
金
の
積

み
増
し
を
要
望
し
、
賛
成
す
る
。

　

区
分
を
多
層
化
し
て
い
る
こ
と
や
基

金
の
取
り
崩
し
に
よ
り
保
険
料
上
昇
を

抑
制
す
る
努
力
が
見
ら
れ
る
が
、
低
所

得
階
層
で
あ
る
第
１
段
階
の
上
昇
率
が

突
出
し
て
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
は

じ
め
と
し
て
、
全
体
と
し
て
15
％
を
超

え
る
保
険
料
値
上
げ
と
な
っ
て
い
る
。

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

に
つ
い
て
は
、
実
施
を
１
年
間
先
送
り

す
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
必
要
性
・

重
要
性
に
鑑
み
不
安
を
払
拭
し
き
れ
な

い
。
そ
れ
ら
の
理
由
に
よ
り
反
対
す
る
。

　
　

バ
イ
シ
ク
ル
モ
ト
ク
ロ
ス
場
の
収

支
状
況
お
よ
び
今
後
の
使
用
料
は
。

　
　

バ
イ
シ
ク
ル
モ
ト
ク
ロ
ス
場
は
22

年
４
月
の
オ
ー
プ
ン
以
来
５
年
が
経
過

し
た
。
利
用
も
順
調
に
拡
大
し
て
い
る
。

利
用
料
金
は
オ
ー
プ
ン
当
初
よ
り
市
民

は
無
料
、
市
民
以
外
は
３
０
０
円
、
Ｂ

Ｍ
Ｘ
自
転
車
の
貸
し
出
し
が
１
時
間
２

０
０
円
と
な
っ
て
い
て
、
地
方
自
治
法

に
基
づ
く
利
用
料
金
制
に
よ
り
指
定
管

理
者
で
あ
る（
株
）源
流
郷
お
お
た
き
の

収
入
と
な
っ
て
い
る
。
徴
収
料
金
の
内

訳
で
は
24
年
度
約
１
２
４
万
円
、
25
年

度
は
約
１
５
９
万
円
、
26
年
度
11
月
末

現
在
で
約
１
６
２
万
円
。
利
用
者
数
に

比
例
し
て
増
収
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、

市
内
に
住
所
を
有
す
る
中
学
生
以
下
の

方
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
引

き
続
き
、
無
料
と
す
る
。

　
　

消
化
器
内
科
を
開
設
す
る
こ
と
に

よ
り
、
診
療
対
象
と
な
る
臓
器
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

　
　

代
表
的
な
も
の
で
は
、
食
道
、
胃
、

十
二
指
腸
、
小
腸
、
大
腸
な
ど
の
消
化

管
や
こ
れ
ら
を
助
け
る
肝
臓
、
胆
の
う
、

す
い
臓
な
ど
の
疾
患
が
診
療
対
象
と
な

る
。
ま
た
今
後
こ
れ
ら
の
臓
器
疾
患
に

対
す
る
高
度
な
検
査
、
診
療
が
可
能
と

な
る
。

　
　
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正
に
よ
る
条

例
の
整
備
だ
が
、
ど
う
変
わ
る
か
。

　
　

教
育
長
と
教
育
委
員
長
を
一
本
化

し
た
新
教
育
長
が
で
き
責
任
体
制
の
明

確
化
が
図
ら
れ
る
。
常
勤
の
教
育
長
か

ら
の
委
員
に
対
す
る
迅
速
な
情
報
提
供
、

会
議
の
招
集
等
に
よ
り
教
育
委
員
会
の

活
性
化
に
資
す
る
。
直
接
市
長
が
新
教

育
長
の
任
命
責
任
を
負
う
こ
と
で
役
割

が
明
確
に
な
る
。

　

市
長
お
よ
び
教
育
委
員
で
構
成
さ
れ

る
総
合
教
育
会
議
が
開
催
さ
れ
、
教
育

の
進
行
に
関
す
る
施
策
の
大
綱
の
策
定
、

教
育
条
件
の
整
備
、
緊
急
の
場
合
に
講

じ
る
措
置
等
に
つ
い
て
協
議
調
整
を
す

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

討

論

答 問
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
理
に
関
す
る
条
例　

等

反　

対

反　

対

賛　

成

バ
イ
シ
ク
ル
モ
ト
ク
ロ
ス
場
条
例

の
一
部
改
正

病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

答 問

答 問答 問

文化体育センター

バイシクルモトクロス場
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加
温
設
備
が
耐
用
年
数
を
超
え
て

い
る
た
め
改
修
を
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、

現
状
の
設
備
と
同
様
の
設
備
が
生
産
中

止
と
な
っ
た
為
、
計
上
し
た
予
算
額
で

工
事
発
注
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
今
後

改
め
て
予
算
計
上
し
改
修
を
進
め
る
。

　
　

旧
秩
父
セ
メ
ン
ト
跡
地
道
路
の
改

修
に
公
費
を
投
じ
る
こ
と
に
問
題
は
な

い
か
。

　
　

地
権
者
で
あ
る
太
平
洋
セ
メ
ン
ト

よ
り
市
へ
所
有
権
を
移
譲
い
た
だ
い
た

土
地
に
つ
い
て
の
道
路
改
修
の
為
、
問

題
は
な
い
。

　

27
年
４
月
の
介
護
報
酬
改
正
に
伴
う

シ
ス
テ
ム
改
修
に
係
る
費
用
で
あ
り
、

円
滑
な
介
護
保
険
事
業
の
推
進
の
た
め

に
必
要
な
予
算
で
あ
り
賛
成
す
る
。

　

今
回
の
介
護
報
酬
引
き
下
げ
の
影
響

に
つ
い
て
県
内
の
介
護
事
業
所
を
対
象

に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
回
答
の
あ
っ
た

事
業
所
の
65
％
が
、
報
酬
引
き
下
げ
に

よ
っ
て
多
大
な
影
響
を
受
け
、
な
か
に

は
事
業
継
続
が
危
う
く
な
る
な
ど
の
深

刻
な
影
響
を
受
け
る
と
回
答
し
て
い
る

事
業
所
も
あ
り
、
反
対
す
る
。

千
円
以
上
１
万
円
未
満
が
４
件
で
11
万

円
、
１
万
円
以
上
10
万
円
未
満
が
22
件

で
50
万
５
千
円
、
10
万
円
以
上
20
万
円

未
満
が
２
件
で
約
24
万
円
、
20
万
円
以

上
50
万
円
未
満
が
２
件
で
50
万
円
で
あ

る
。

　
　

秩
父
市
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ポ
テ
く
ま
く
ん
」
の
反
響
は
。

　
　

反
響
は
上
々
で
、
活
用
し
た
い
と

い
う
問
い
合
わ
せ
も
来
て
い
る
。
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
「
ポ
テ
く
ま
く
ん

の
部
屋
」
を
作
成
し
、
デ
ザ
イ
ン
の
使

用
に
つ
い
て
案
内
し
て
い
る
。

　
　

現
在
、
吉
田
元
気
村
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
所
は
火
災
に
よ
り
休
止
し
て
い
る

が
、
今
後
は
。

　
　

吉
田
元
気
村
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

は
昨
年
３
月
以
降
休
止
し
て
い
る
。
こ

の
発
電
所
は
国
の
補
助
金
を
活
用
し
た

県
補
助
金
に
よ
り
建
設
し
た
施
設
で
あ

り
、
県
、
国
と
協
議
中
で
あ
る
が
、
稼

働
を
中
止
す
る
場
合
は
補
助
金
の
返
還

が
必
要
に
な
る
。
ま
た
、
再
稼
働
す
る

場
合
も
経
費
が
掛
か
る
た
め
慎
重
に
協

議
、
検
討
し
て
い
る
。

　
　

経
営
体
育
成
条
件
整
備
事
業
費

補
助
金
が
約
９
千
３
百
万
円
の
減
額
と

な
っ
て
い
る
理
由
は
。

　
　

こ
の
補
助
金
は
昨
年
２
月
の
大
雪

で
被
災
し
た
農
業
用
ハ
ウ
ス
の
撤
去
、

再
建
の
補
助
金
だ
が
、
補
助
金
交
付
額

の
確
定
と
申
請
を
取
り
や
め
た
農
家
が

あ
っ
た
た
め
、
減
額
と
な
っ
た
。

　
　

大
滝
温
泉
加
温
設
備
改
修
工
事
請

負
費
が
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
工
事
は

ど
う
な
っ
た
の
か
。

れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
市
長
と
教
育
委
員

会
の
強
い
連
携
が
期
待
で
き
る
こ
と
か

ら
賛
成
す
る
。

　
　

こ
の
条
例
は
地
方
青
少
年
問
題
協

議
会
法
に
則
っ
て
い
る
。「
同
様
の
役

割
を
担
っ
て
い
る
他
の
既
存
組
織
が
現

状
に
合
っ
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
」
と

い
う
こ
と
だ
が
、
他
の
組
織
で
役
割
を

十
分
に
補
え
る
の
か
。
現
存
の
協
議
会

の
意
見
等
は
聞
い
て
い
る
か
。

　
　

青
少
年
問
題
協
議
会
の
役
割
の
内
、

青
少
年
の
指
導
・
育
成
は
16
年
発
足
の

青
少
年
育
成
市
民
会
議
が
担
っ
て
い
る
。

保
護
・
矯
正
は
18
年
設
置
の
要
保
護
児

童
対
策
地
域
協
議
会
が
担
っ
て
い
て
社

会
福
祉
課
が
事
務
局
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
二
つ
の
会
が
現
状
に
合
っ
た
活
動

を
行
っ
て
い
て
特
に
問
題
な
い
。
青
少

年
問
題
協
議
会
の
廃
止
に
つ
い
て
、
協

議
会
役
員
と
の
話
し
合
い
は
今
の
と
こ

ろ
開
催
し
て
い
な
い
。

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
１
４
５
万

７
千
円
の
内
訳
は
。

　
　

現
在
ま
で
の
寄
付
金
の
合
計
額
が

約
１
２
５
万
円
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
３

月
31
日
ま
で
の
間
に
寄
付
金
が
あ
っ
た

場
合
を
考
慮
し
、
１
４
５
万
７
千
円
の

寄
付
金
を
見
込
ん
で
い
る
。
内
訳
は
２

る
。
市
長
と
教
育
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ

を
尊
重
し
、
よ
り
一
層
民
意
を
反
映
し

た
教
育
行
政
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

す
る
。

　
　

市
長
の
見
解
は
。

　
　

教
育
改
革
の
第
一
歩
と
期
待
し
て

い
る
。

　

こ
の
教
育
委
員
会
制
度
改
革
は
、
戦

争
の
経
験
を
元
に
教
育
か
ら
政
治
的
影

響
を
排
除
す
る
教
育
委
員
会
の
中
立
性

を
著
し
く
脅
か
す
。
首
長
が
変
わ
れ
ば

教
育
内
容
も
二
転
三
転
す
る
危
険
性
と

同
時
に
戦
前
回
帰
の
体
制
を
子
ど
も
の

教
育
段
階
に
持
ち
込
む
も
の
で
到
底
容

認
で
き
な
い
。

　

新
教
育
委
員
会
制
度
が
４
月
か
ら
施

行
さ
れ
二
つ
の
改
正
が
あ
る
。
一
つ
は

新
教
育
長
制
度
で
あ
り
、
こ
れ
は
教
育

委
員
の
代
表
で
あ
る
教
育
委
員
長
と
事

務
局
の
統
括
者
で
あ
る
教
育
長
を
一
本

化
す
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
迅
速
な

危
機
管
理
体
制
の
構
築
を
図
る
こ
と
を

含
め
、
教
育
行
政
に
お
け
る
責
任
の
所

在
を
明
確
な
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
総

合
教
育
会
議
は
、
市
長
と
教
育
長
と
教

育
委
員
６
人
で
構
成
さ
れ
、
教
育
の
振

興
に
関
与
す
る
施
策
の
大
綱
の
策
定
や

教
育
条
件
の
整
備
等
の
施
策
・
児
童
生

徒
の
危
機
管
理
な
ど
緊
急
の
場
合
に
講

ず
る
べ
き
措
置
な
ど
協
議
を
行
う
と
さ

討

論

青
少
年
問
題
協
議
会
条
例
を
廃
止

す
る
条
例

26
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
回
）

反　

対

賛　

成

討

論
反　

対

賛　

成

答 問

答 問答 問

答 問答 問答 問

答

問

答 問

26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

９
回
）
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会派ごとの賛否
清
流
12
人

共
産
３
人

公
明
２
人

絆
２
人

無会派

議案、請願の件名 議決結果 清
野
金
崎

条
例

地方自治法第96条第２項の規定による議会の議
決すべき事件に関する条例の一部改正

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

市長等の給料の額の特例に関する条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ × ○

一般職職員の給与に関する条例等の一部改正 原案可決 ○ × ○ ○ ○ ○

市役所出張所設置条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

温水プール条例の一部改正（修正案） 否決 × ○ × × ○ ○

温水プール条例の一部改正（原案） 原案可決 ○ × ○ ○ × ×

文化体育センター条例の一部改正（修正案） 否決 × ○ × × ○ ○

文化体育センター条例の一部改正（原案） 原案可決 ○ × ○ ○ × ×

体育施設条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

保育所条例の一部改正条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

子どものための教育・保育給付に係る利用者負
担額等を定める条例の一部改正 

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

市立養護老人ホーム条例の一部改正 原案可決 ○ × ○ ○ ○ ○

市立特別養護老人ホーム条例の一部改正 原案可決 ○ × ○ ○ ○ ○

介護保険条例の一部改正 原案可決 ○ × ○ ○ ○ ×

指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び
運営に関する基準等を定める条例等の一部改正

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

手数料徴収条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

市営駐車場条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

都市公園条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

バイシクルモトクロス場条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

病院事業の設置等に関する条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

市立幼稚園設置条例の一部改正条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

学童保育室条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

市長及び副市長の給与等に関する条例の一部改正 原案可決 ○ × ○ ○ × ×

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一
部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理
に関する条例　

原案可決 ○ × ○ ○ × ×

教育長の職務に専念する義務の特例及び勤務時
間等に関する条例

原案可決 ○ × ○ ○ × ×

デイサービスセンター条例の全部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

市立上吉田高齢者生活支援ハウス条例の全部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

勤労者福祉センター条例の全部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

青少年問題協議会条例を廃止する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

人
事
案
件

副市長の選任について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

教育長の任命について 原案可決 ○ × ○ ○ ○ ×

公平委員会委員の選任について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

人権擁護委員候補者の推薦について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

３月定例会で審議した議案、請願の結果

会派ごとの賛否
清
流
12
人

共
産
３
人

公
明
２
人

絆
２
人

無会派

議案、請願の件名 議決結果
清
野
金
崎

平
成
27
年
度
予
算

一般会計予算 原案可決 ○ × ○ ○ × ×

国民健康保険特別会計予算  原案可決 ○ × ○ ○ ○ ○

後期高齢者医療特別会計予算 原案可決 ○ × ○ ○ ○ ○

介護保険特別会計予算 原案可決 ○ × ○ ○ ○ ×

下水道事業特別会計予算  原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

農業集落排水事業特別会計予算  原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

戸別合併処理浄化槽事業特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

公設地方卸売市場特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

駐車場事業特別会計予算   原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

水道事業会計予算  原案可決 ○ × ○ ○ ○ ○

市立病院事業会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

平
成
26
年
補
正
予
算

一般会計補正予算（第９回） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

国民健康保険特別会計補正予算（第３回） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

後期高齢者医療特別会計補正予算（第３回） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

介護保険特別会計補正予算（第３回） 原案可決 ○ × ○ ○ ○ ○

下水道事業特別会計補正予算（第３回） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

戸別合併処理浄化槽事業特別会計補正予算（第
３回）

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

水道事業会計補正予算（第２回）　 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

市立病院事業会計補正予算（第３回） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

指
定
管
理
者
の
指
定

上吉田デイサービスセンター及び市立上吉田高
齢者生活支援ハウス吉祥苑）

原案可決 ○ × ○ ○ ○ ○

市立養護老人ホーム長寿荘 原案可決 ○ × ○ ○ ○ ○

市立特別養護老人ホーム偕楽苑 原案可決 ○ × ○ ○ ○ ○

みどりの村関連施設 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

市
道

市道の認定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

市道の路線変更について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

市道の廃止について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

計
画 辺地に係る総合整備計画を定めることについて 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
員
提
出
議
案

「女性が輝く社会」の実現に関する意見書 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ドクターヘリの安定的な事業継続に対する支援
を求める意見書

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会委員会条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

清流：清流クラブ　　共産：日本共産党秩父市議会議員団　
公明：公明党        絆：市民の会・絆　　無会派：会派に属さない議員
※議長は人数に含まれていない

○：賛成　×：反対　○ /○：賛成人数／会派人数


